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１．はじめに 

2009年より始まった福大生による東アジア映画字幕制
作・成果発表会は2017年の発表会が９回目となる。本年
度は９月23日（土）にエルガーラホール７階の多目的ホー
ルで行われ、中国の劇映画１本と中国のアニメーション
２本、計３作品を上映した。劇映画は、学生の有志が参
加する一年間の勉強会を経て日本語字幕を制作した「大
李、小李和老李」（日本語タイトルは「李さんスポーツ
奮闘記」とした）、アニメーションはいずれも二年生の
正課の授業で日本語字幕をつけたものであるが、今回は
そのうち「三十六個字（三十六文字）」を日本語吹き替
えで、「小鯉魚跳龍門」を日本語字幕で上映した。「三十六
個字」の父親役と息子役の台詞は吹き替えを担当する本
学科の学生がそれぞれ準備し、本学の音声学実験室で収
録を行なった。「小鯉魚跳龍門」（日本語タイトルは「龍
門を跳び越えろ」とした）は、二年生の授業ではダイジェ
スト版に字幕を付けたが、それをベースとして、８月に
本学の教育研修施設やまなみ荘で行った二泊三日の合宿
に参加した一年生が、OBの指導を受けながら、字幕の
ついていなかった部分に字幕を付けた。これまで夏の合
宿に参加した一年生は先輩たちの劇映画の推敲に黙って
つきあうだけで今一つ達成感がなかったと思われるが、
今年は自分たちが積極的に発言して字幕を完成させるこ
とができ、中国語学習のみならずアクティブラーニング
として一定の教育的効果も上げ得たと信じる。

本成果発表会は2013年以降中国映画のみの上映となっ
ているが、いずれは日本語映画に中国語字幕を付ける試
みなどにも挑戦したいと考えており、成果発表会がつね
に「東アジア地域」を意識していることは一貫して変わっ
ていない。

今回も本学科の学生のほか工学研究科の中国人大学院
生が参加したほか、本学科の卒業生や学外からの参加者
もあった。回を重ねるごとに参加者の幅が広がっている
のも本活動の特徴になりつつあり、これも喜ばしいこと
だと考えている。

以下、その成果発表会について簡単ではあるが概要を
まとめておきたい。

２．実施報告

２－１．事業名
第９回福大生による東アジア映画字幕制作成果発表会

２－２．概要
このプログラムは、人文学部東アジア地域言語学科の

有志学生と教員が協力して、1950、60年代の作品等、普
段あまり見ることのできない韓国・中国映画に日本語字
幕を付け、その成果を市民に公開しようと2009年から始
めたものである。９回目に当たる本年は1962年制作の劇
映画１本、1958年制作のアニメーションに日本語字幕を
付け、さらに1984年制作のアニメーションは日本語吹き
替えで上映した。この事業はアジアフォーカス・福岡国
際映画祭2017協賛企画である。

２－３．内容
（1） 日時：2017年９月23日（土）
（2） 会場：福岡天神エルガーラ７階多目的ホール
（3） 主催：福岡大学人文学部東アジア地域言語学科
（4） 協力：福岡大学工学研究科資源循環・環境工学専攻
（5） 後援：福岡市、福岡市教育委員会、アジアフォーカ

ス・福岡国際映画祭実行委員会
（6）プログラム：13：30　開始
　　　　　　　　13：35　中国アニメーション「龍門を

　　　　　　　　　　跳び越えろ（小鯉魚跳龍門）」
　　　　　　　　　　上映

　　　　　　　　13：54　中国アニメーション「三十六
　　　　　　　　　　文字（三十六個字）」上映

　　　　　　　　14：15　中国映画「李さんスポーツ奮
　　　　　　　　　　闘記（大李、小李和老李）」

　　　　　　　　　　　　上映
　　　　　　　　15：38　終了

（7） 入場料：無料
（8） 上映：プロジェクタ投影

２－４．上映作品
（1）中国映画「李さんスポーツ奮闘記（大李、小李和老

李）」1962年、監督：謝晋、脚本：于伶、謝晋、伍黎、
葉明、梁延靖、姜栄泉、出演：劉侠声、姚徳冰、范
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哈哈、上海天馬電影制片廠制作83分（日本語字幕）
（2）中国アニメーション「龍門を跳び越えろ（小鯉魚跳

龍門）」1958年、監督：何玉門、脚本：金近、撮影：
段孝萱、上海美術電影制片廠制作19分、1959年第一
回モスクワ映画祭アニメーション部門銀盾賞受賞

（日本語字幕）
（3）中国アニメーション「三十六文字（三十六個字）」

1984年、監督：徐景達、脚本・キャラクターデザイ
ン：阿達、撮影：王世栄、上海美術電影制片廠制作
11分、1986年第七回ザグレブ国際アニメーション教
育映画賞受賞（日本語吹替）

２－５．参加者数
のべ125名。

２－６．配布物
（1） チラシ（大学公式ホームページおよび学科ホーム

ページにも掲載。）
（2） リーフレット（当日会場にて配布。後掲。）

２－７．情宣・報道など
（1） アジアフォーカス・福岡国際映画祭公式HP
（2） 福岡大学公式HP
（3） 福岡大学人文学部東アジア地域言語学科HP
（4） Fula語学学習会FACEBOOKページ
（5） 西日本新聞2017年９月７日朝刊
（6） 朝日新聞2017年９月12日朝刊
（6） 西日本新聞2017年９月22日朝刊（まちナビ）

２－８．観客の感想（全36通、のべ116件）
（1） 中国アニメ「龍門を跳び越えろ（小鯉魚跳龍門）」

に関するもの：のべ25件
（2） 中国アニメ「三十六文字（三十六個字）」に関する

もの：のべ23件
（3） 中国映画「李さんスポーツ奮闘記（大李、小李和老

李）」に関するもの：のべ49件
（4） その他全般的なご意見：のべ19件
詳細は後掲。

２－９．字幕制作参加者
教員：２名。
学生：人文学部東アジア地域言語学科　25名、工学研究
科資源循環・環境工学専攻修士課程院生（中国人留学生）
１名　計26名。
このほか中国語ネイティブの本学非常勤講師１名、九州
産業大学修士（中国語ネイティブ）１名にアドバイザー
として協力を得た。

内訳は以下の通り。

※準備期間が2015年度後期から2016年度前期に亘っ
たため、学生の学年は2016年度現在のものを示し、
2015年度の最高学年在籍者はOBとして表示した。
OBにはそれ以前の卒業生２名を含んでいる。

※一年次生は夏の合宿および成果発表会本番に参加。

３．字幕制作について
基本的に前年と同様のスケジュールで進めた。

（1）第８回発表会（2016年９月）を終えた翌10月から、
今年度の作品「大李、小李和老李」のセリフの読み
合わせを週１回（月曜４限）の勉強会として行い、
中国語のセリフの直訳を作る。2016年後期は最高学
年（四年）が2013年度入学の学生、および2014年度
入学の三年生がこの勉強会に参加した。2015年度入
学の二年生には参加者がいなかった。2017年前期は
三年が四年生となり、それに留学から戻った2013年
度入学の学生１名が加わり、さらに2016年度入学の
二年生６名がメンバーに加わった（うち１名は韓国
コースの学生）。このセリフの読み合わせは2017年
７月上旬まで行われた。やり方は中国語字幕つきの
映像と中国語のセリフを投影するパワーポイントを
組み合わせ、一つ一つのセリフを読み、意味を確認
していくというもので、この方法はここ数年変わっ
ていない。読み合わせ後は各シーンを一人が担当し
て日本語訳を作る。今回も各種連絡を始め、さまざ
まな資料やファイルのやりとりにmoodleを利用し
た。

（2）７月下旬、本学音声学実験室で「三十六個字」の日
本語吹替版を収録した。

（3）７月の試験終了後、学生メンバーが数分間ずつ分担
し字幕の初稿を作成した。

（4）初稿完成後、一人が一つの役柄のセリフを通して推
敲する「役柄別推敲」を行い、推敲後のファイルを
集団推敲に於いて用いるファイルとした。

（5）８月下旬に本学の研修施設やまなみ荘にて２泊３日
の集団推敲合宿を行い、そこで「大李、小李和老李」
のゼロ号を完成させた。

（6）合宿では、一年生がOBの指導のもと「小鯉魚跳龍門」
の字幕制作を行った。この作品では若者言葉や口語
を多用した字幕に挑戦した。

（7）合宿後最後の推敲を行い定稿とした。
（8）９月は主としてリーフレット制作を行った。
（9）発表会当日は、受付や司会、案内などを学生が担当

した。
今回も時間割の関係上、平日に一年から四年までの学
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生が一堂に会して勉強する時間を確保することができな
かった。そのため前回と同様、１月末の時間割編成の際
に二年次から四年次までが揃うことのできる時限を１コ
マ確保し、そこで勉強会を行った。一年生へは８月末の
推敲合宿への参加を案内し、今回は９名の参加者を得
た。また推敲合宿には現在九州大学修士課程で学ぶ学科
のOBも参加してくれた。上級生の経験を下級生と共有
し引き継いでいけるよう今後も工夫を続けていきたい。

４．成果発表会当日について

今回も例年同様エルガーラホールの多目的ホールをお
借りした。ただこのホールは大型のスクリーンが備え付
けではないため外部から調達せざるを得ず、その分の費
用が嵩む。とはいえ、上映するのが古い映画で、映像そ
のものが十分にクリアではないことから、上映効果を確
保する意味でも大型スクリーンの使用はぜひ継続したい
ところである。

過去８回の発表会において当日お客様から決まって出
る注文は、前の人の頭が邪魔になって字幕が見えにくい、
ということである。

そのため今回も前回同様、椅子は観客が位置を調整で
きるよう咬ませないで置いていただいた。また昨年の観
客からのアドバイスに従ってプロジェクタの周囲に椅子
を置かないようにした。また、字幕がなるべく上に出る
よう、画面に向かって右側に縦書きで表示し、１行の文
字数を極力抑え、極力画面上部に出すよう気を配った。

中国が特別な国ではなくなっていることを反映して
か、観客数はここ数年あまり伸びていない。今年はとく
に、アンケートでもご指摘があったとおり、アジアフォー
カス国際映画祭の会場などにチラシを置けなかったた
め、前年より観客が減ってしまった。来年以降はこの点
をもう少しきちんと準備・手配すべきだと反省した。

なお、上にも記したように、当日の受付や司会、放映
などは、勉強会に参加している学生が行った。

５．当日配布したリーフレット

今回も教員と学生の共作でリーフレットを制作し当日
の来場者に配布した。内容は以下の通り。（後掲資料参考）

（1） 間ふさ子「謝晋の映画について」
（2） 甲斐勝二「1962年、父と息子の関係から」
（3） 種村理恵「字幕付け作業について」
（4） 房瑞麗「私の感想」（翻訳：中願寺桃佳）
（5） 今村紀秋「1960年代の国有企業の労働者の暮らしの

特色」
（6） 太田梨沙、清瀬彩喜、滿永みなみ、山田実奈、増永

奈央、田口祐希「中国と日本のラジオ体操について」
（7） 間ふさ子「指による数の表示」

（8） 花田優香「上映前に要チェック、『大李、小李和老
李（李さんスポーツ奮闘記）』人物相関図」

（9） 字幕メンバー紹介（花田優香、中願寺桃佳、今村紀
秋、小串六美、山田実奈、増永奈央、清瀬彩喜、太
田梨沙、田口祐希、滿永みなみ、白水優衣、原田優季、
松村妃奈美、宮川方孝、井上和真、奥窪佑泉、神代
新、渡辺夏海、里森麻美、雷静）

６．観客の感想（順不同、記述のまま）

アンケート総数36人、うち男性11人、女性13人、性別
無記入12人

（10代１人、20代５人、30代４人、40代３人、50代８人、
60代84人、70代５人、80代２人）

６－１．観覧作品
① 中国アニメ「龍門を跳び越えろ（小鯉魚跳龍門）」
　 　　　　　　…23人
②　　　　　　「三十六文字（三十六個字）」…25人
③ 中国映画 　「李さんスポーツ奮闘記（大李、小李

　　　　　　和老李）」…26人
④ 全て観覧…22人
⑤ ①・②のみ…２人
⑥ ②・③のみ…２人
⑦ ③のみ…２人
⑧ 無記入…９人

６－２．中国アニメ「龍門を跳び越えろ（小鯉魚跳龍門）」
について

今回、口語を多用した字幕を付けてみましたが、これ
についてどう思われましたか。

・好！省略があったが、やはり訳した方がよかっ
たのでは？（70代・男）

・今風で若い人にはよいと思います（60代・男）
・超・ヤバイ等、学生らしくて良いと思いました。

映像の古さとのミスマッチが新鮮でした（50代・女）
・子どもと大人の言い方と合致して良かった
　（70代・男）
・中国語の字幕を付けて欲しい（60代）
・分かりやすかった（80代・男／ 50代）
・上手かったです（60代）
・堅い日本語に囚われず字幕が付けられていたの

で非常に楽しく見ることができました。（30代）
・子どもの鯉の感じが出ていて良かった。水面を

指すのも「上」、龍門を探して川の上流へ行く
のも「上」と訳してあったので、区別した方が
わかりやすいと思います（50代・女）

・今の言葉使いでおもしろかった（50代・女）
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・わかりやすかった。めっちゃ綺麗、面白い、現
代の言葉を使うのも時代がわかる（70代・女）

・超、めっちゃ、ガチなど新しい言葉が新鮮でした
（60代・男）

・おばあさんの「マジか」以外はとくに気になら
ずに楽しく見ることができました（20代・女）

・子供らしく台詞があって、生き生きしてよかっ
たです（40代）

・かわいらしかったと思います（20代・女）
・「婆さん」だけが気になりました（70代）
・若者らしい字幕でおもしろかったです（20代）
・とても馴染みやすい表現が多く、見ていて楽し

かったです。「ガチだ」等今どきの言葉もあっ
て面白かったです（20代・女）

・とても見やすい字幕でした。子供らしい言い方
やおばあさんらしい言い方もしっかり表現でき
ていたと思います。４匹の小鯉魚たちの会話も
字幕で見やすいよう工夫してあったと感じまし
た（30代・女）

・とても面白くて、分かりやすかったです（30代）
・面白かった（80代）
・良かった（40代・女／ 50代）
・若い人向けならよいが、客層がしばられない時

は慎重に（30代・男）
・少し違和感がある（50代・男）
・会話として短く（60代）
・やはり少し若すぎると思いました（40代・女）

６－３．中国アニメ「三十六文字（三十六個字）」につ
いて

今回、吹き替え版でお届けしましたが、これについて
どう思われましたか。

・楽しく勉強になりました（30代）
・アイデアがすごいと思いました（30代・女）
・新しい試みでしょうか。吹き替えの声が良かっ

たです（40代・女）
・良い試みで、今後もまたしてください（40代）
・日本の初等教育にも充分いける（30代・男）
・目が悪いのでありがたいです。右に中国語もあ

るので、中国語の学習にもよいのでは（60代・男）
・とても上手でびっくりしました。ストーリーも

面白かったです（20代）
・吹き替えを担当された方の声がきれいで聞きや

すかったです。中国語字幕も見ていて勉強にな
りました（20代・女）

・吹き替えがプロのナレーションのようで聞きや
すかった。漢字の成り立ちの勉強にもなる（30代）

・吹き替えと思えないほどすんなり耳に入ってき

て、とても上手でした。声が綺麗です（20代・女）
・皆上手です。恥ずかしがらずにはっきり聞こえ

ました（70代・女）
・吹き替えと映画がピッタリでした（60代・男）
・上手に吹き替えられていましたが中国語の音声

も聞きたかったです（70代）
・これも良いと思う（40代・女）
・語りがみな上手です（80代・男）
・上手かった（20代・女／ 60代）
・良かった（70代・男／ 50代）
・分かりやすかった（50代・女／ 50代・男／ 80代）
・面白かったです（20代・男）
・面白い、良い取り組みで良かったです。ために

なりました（60代）
・父と子のやり取りが面白かったです（10代・男）
・父と子のやり取りのタイミングが違和感なく良

かったです。作品中で子どもは「お父さん」と
呼びかけているのに、家から出てきた女の人に

「ママ」と言っていました。何か意味があるの
ですか（50代・女）

・吹き替え版は意味がない。あくまで中国語のセ
リフで、日本語と中国語の字幕を付けて欲しい

（60代）

６－４．中国映画「李さんスポーツ奮闘記（大李、小李
和老李）」について

⑨ 作品はいかかでしたか

・日本で見る機会のない建国初期から文革前の映
画を見られるこの企画を毎年楽しみにしていま
す。楽しい映画でした（60代・男）

・作品のストーリーもスポーツを促進するもので
非常に良かったです（30代）

・面白く、何度も笑わせてもらった（20代・男）
・明るい話でスッキリしててよかったです
　（10代・男）
・中国語の入るのもいいですね（70代・女）
・とても面白く、楽しく単語を聞きながら勉強さ

せてもらいました（60代）
・面白い作品で時代が分かって良かった。翻訳も

良かった（70代・女）
・謝晋監督の貴重な作品を見れて良かったです。

楽しかった（60代・男）
・古い上海の様子が新鮮で楽しかったです。お話

もユーモラスで良かったです（20代・女）
・笑えるところが多く楽しんでみました（20代）
・大李と小李が老李に何とかスポーツに興味を持っ

てもらおうと、過程が面白かったです（20代・女）
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・アニメーションもあってとても楽しかったです
（20代・女）

・昭和の雰囲気が漂っていて逆の意味で新鮮
  （30代・男）
・わかりやすく、面白い題材でした（50代・女）
・とても面白かったです（30代）
・面白かったし、感動しました（30代・女）
・楽しかったです（40代・女）
・面白かった（40代・女／ 50代・女／ 50代・女

／ 50代／ 70代）
・良かった（50代／ 60代）
・好！（70代・男）
・とても楽しい映画でした（60代・女）
・懐かしい（50代・男）
・面白そう。スケジュールの都合で充分観れず残念
（60代）

・喜劇映画を通して中国人の生活を楽しく見ました
（80代・男）

・作品が少し古い感じがした。以前、ジェット・
リーが出演していた『海浄无堂』を見たが、こ
れの字幕付けはどうかと思ったが、字幕がない
のを選ぶのがいいのでしょうか（70代・男）

⑩ 字幕はいかがでしたか

・「絶賛説得中」抜群でした！！（50代・女）
・内容に引き込まれる字幕でした。「絶賛説得中」

良い字幕でした（20代・女）
・分かりやすかったし、的確な言葉をチョイスし

てあったと思いました（60代・女）
・約90分の映画を翻訳するのはとても大変な作業

で時間もかかったと思います。お疲れ様でした。
字幕も良かったです。不自然なところもなく心
から楽しむことができました（30代）

・全て自然だったと思います。実際の言葉と字幕
の違いなど気にかけることなく見てました

　（20代・女）
・物語に入っていけるシンプルで良いものでした
（40代・女）

・違和感もなく分かりやすかった（20代・男）
・分かりやすく良いテンポと思いました（80代・男）
・分かりやすくて良かったです（10代・男／ 40代）
・分かりやすかった（20代／ 50代）
・とても見やすかったです（30代・女）
・とても良かったです（20代／ 30代／ 50代／ 50

代・男）
・上手かったと思います（40代・女／ 70代）
・なかなか上手でした（60代）
・面白かった（70代・男）

・素晴らしかったと思います（50代・男）
・翻訳も分かりやすく、字もはっきりしていた
　（70代・女）
・バッチリでした（60代・男）
・短く的確な言葉で分かりやすかったです
　（50代・女）
・好！（70代・男）
・good（60代）
・よくできていました（60代・男）
・日本語の字幕と併用して、中国語の字幕も付け

て欲しい（60代）
・40代・50代のセリフがらしくなかったかも
　（30代・男）

６－５．その他、ご意見があればぜひお聞かせください。

・楽しい時間でした。勉強になりました。ありが
とうございました（30代）

・今回の発表会に参加できてよかったです
　（30代・女）
・お疲れ様でした。ありがとうございました
  （60代・女）
・今回も楽しく見ました。学生の皆さん頑張って

続けて下さい（70代・女）
・来年も頑張って下さい（50代・女／ 50代・男）
・また来年が楽しみです（60代）
・ロマンチック映画が良い（70代・女）
・また見に来ます（20代・女／ 30代・男）
・次回が楽しみです（70代）
・また来年も楽しみにしています！（20代）
・次回もまた来たいです。本日はありがとうござ

いました（60代・男）
・楽しかったのでまた来年も皆さん頑張ってくだ

さい（20代・女）
・毎年楽しみにしています。明年見！（60代・男）
・会場の問題で、ちょっと前が見えにくかったで

す（40代・女）
・シナリオの販売をして、販売益を合宿代に組み

入れてはどうかと思った（70代・男）
・よく頑張りました。全体に翻訳がスッキリしす

ぎのように感じます。もう少し加えてもよかっ
たのでは？（70代・男）

・今日来られた人は少なからず中国語に関心があ
るか、中国語を習っている人が多いのでは？そ
れならやはり中国語のセリフ、中国語字幕を付
けて欲しかった（60代）

・福大の支えは女子。健闘を祈る！！（60代）
・映画祭の協賛企画の会場のアジア美術館にもチ

ラシを置くようにして欲しい。キャナルシティ
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の映画祭会場にも分かる場所にはチラシがな
かった。映画祭の常連参加者の２人もこの企画
のことは全く知らなかった。福大のホームペー
ジにも載せて欲しい。今年は映画祭パンフから
協賛企画が消えてしまった。復活するよう働き
かけて欲しい（60代・男）

７．おわりに

今回の成果発表会も諸事情により中国映画のみのライ
ンナップとなった。学科の現状を考えるとこの状況が当
分続く可能性もあるが、さまざまな工夫と挑戦をしなが
ら、できる限り続けていきたいと考えている。なぜなら
社会に向けて目に見える形で学生たちの学びの成果を発
信できる機会は、文系の学科にはあまりないからである。

今年も学科予算として会場費を学部から出していただ
いた。貴重な学部の予算を使わせていただいていることを
肝に銘じて、今後も学生の積極性を喚起し、卒業生や学
外の協力者とも協力してより一層努力を重ねていきたい。

なお、2016年は依頼がなかったが、今年は、アジア
フォーカス・福岡国際映画祭から依頼を受け、香港映画

「毒のいましめ（毒。誡）」（劉国昌／ローレンス・ラウ監督、
2017年）の字幕翻訳を本学科教員２名と卒業生３名が担
当した。これは広東語の台詞の翻訳というこれまでにな
い経験であった。幸い広東語ネイティブの方にもよくで
きていたとお褒めの言葉をいただいたので、なんとか務
めは果たせたのではないかと考えている。作品は2017年
９月19日の福岡観客賞授賞式の際、キャナルシティ博多
13で上映された。
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